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しかし、これら南部経済重点地域の港湾貨物の60％以上を取り扱う

サイゴン港、ベンゲ港、タンカン港、VICT港のサイゴン4大港は全

てサイゴン川を遡上した場所に位置しており、河口付近の水深が浅

い為（-7ｍ）1万トン級の船舶の往来が限界であり、最も重要な国際

航路に近接しているにも拘らず比較的小型の船舶による運送しか

出来ず、香港やシンガポールで大型の船舶での積み替えが必要でし

た。

また、サイゴン4大港に貨物が集積している為、航路の渋滞や安全

性確保の問題、内陸の交通渋滞など様々な問題が懸念されるように

なっています。

このような状況の中でJICAはベトナム政府からの正式の要請によ

り2001年～2002年に南部地域における総合的な港湾開発計画の

策定と優先プロジェクトのF/Sを目的とする開発調査を実施しまし

た。その後2004年から2006年にかけてはカイメップ・チーバイ国際

港建設に必要な事前調査と設計を行う技術協力が実施され、

2005年には同事業に対する363億6400万円の円借款供与が

行われました。

またこのカイメップ・チーバイ国際港湾ターミナル建設プロジェクト

では、ターミナル建設後の効率的な運営維持管理を行う為に港湾

の運営に日本などの民間企業の参入を前提にしており、それらの参

画を促す為にJICAは専門家を派遣し、港湾運営方策の策定手法、

民間セクターの港湾運営参入に係る規制体系の整備、オペレータ

ー選定に必要な各種書類作成等を通じた港湾の管理・運営に関する

キャパシティーディベロップメントを目的とした技術協力も行ってい

ます。

このプロジェクトの建設工事は既に2008年10月よりパッケージ1の

カイメップ国際コンテナターミナルが東亜建設工業・東洋建設共同

企業体により、パッケージ2のチーバイ一般貨物ターミナル建設工

事が五洋建設・りんかい日産建設共同企業体により2012年10月の

完成に向けて進められています。

カイメップ ・チーバイ国際港湾ターミナル建設プロジェクト
発注者: Project Management Unit 85　(運輸省傘下)
コンサルタント: 日本港湾コンサルタント･日本工営共同企業体

日本のODAによるベトナム援助プロジェクト紹介の第3回目はカ

イメップ・チーバイ国際港湾ターミナル建設プロジェクトのご紹介

です。

カイメップ・チーバイはバリア・ブンタウ省の北西部に位置してお

り、ホーチミン市から南東へ約40kmの場所に位置します。増大

する海上貨物輸送の需要に対応し、大型の貨物を含め国際海運の

拠点として期待されているカイメップ・チーバイ国際港湾ターミナ

ル建設プロジェクトに関してJICAベトナム事務所、本事業の施工

監理を担当されている建設コンサルタントの日本港湾コンサルタ

ント・日本工営共同企業体及び、建設プロジェクトの施工を担当さ

れている五洋建設・りんかい日産建設共同企業体、東亜建設工業・

東洋建設共同企業体の皆様のご協力によりお伝え致します。
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ベトナムは約3,200kmに及ぶ海岸線と紅河及びメコンデルタを

中心に約114,000kmに及ぶ船舶の航行可能な河川・運河を有し

ており、海運と内陸水運は物流の重要な手段になっています。特

に経済発展の目覚しいホーチミン市及び、ドンナイ省、ビンズン

省、バリア・ブンタウ省の南部経済重点地域（SFEZ）は、ベトナム

国内のGDPの30％以上を占めており、港湾貨物取扱量はベトナ

ム全土の約70％を占めるなどベトナム経済の発展上需要な地位

を占めている地域です。
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現在、ホーチミン市を中心とした南部経済重点地域の経済成長を

促進する為には、物流にかかるインフラの整備が必要不可欠です。

陸上輸送の観点からは、ホーチミン市を横断する東西ハイウェイ、

ホーチミン市からロンタン地区を通過して北部へ繋がる南北高速

道路、国道51号線の拡幅事業、ドンナイ省のビエンホアからブンタ

ウまでを繋ぐビエンホア‐ブンタウ高速道路、ホーチミン市内を取り

巻く環状線道路などの計画が準備、実行されております。

また、空路では、ドンナイ省ロンタン地区に新国際空港建設が予定

されており、カイメップ・チーバイ地区には大型コンテナ船の入港が

可能なコンテナ及び一般貨物ターミナル及び関連施設群の建設が

進められています。

このような状況から、今後南部ではホーチミン市は商業都市として

の経済発展を続ける一方で、ドンナイ省、バリア・ブンタウ省には重

工業を中心とした大型の投資案件が集中していくことが予想され

ます。この為、カイメップ・チーバイ地区の国際港湾ターミナルの建

設は、南部経済の発展を支える為にも必要不可欠なプロジェクトと

なっています。

また、カイメップ・チーバイ地区への港湾ターミナルの建設には様

々なメリットが考えられます。

まず、前述にもあるように既存のサイゴン4大港では入港できなか

った5万トンクラス以上の船舶の入港が可能になり、シンガポール、

香港などの中継港での貨物の積み替え作業が必要なくなることが

上げられます。

これにより輸送にかかる日数が短縮されることは勿論、フィーダー

輸送及び、トランスシップに要するコストが軽減される為、海上輸送

の総コストの約75～85％を占めるといわれる運賃コストを削減

することができ、最終的には現在の輸送コストから30％程度のコ

スト削減が可能になると見られています。

次に、現在、サイゴン4大港はサイゴン川を遡上する必要があり、取

扱貨物量の増加により貨物船の往来が急速に増えたことにより、河

川の水質汚濁、航路渋滞、事故などの問題が発生しています。

ベトナム政府は、今後カイメップ・チーバイ地区の港によって増大す

る貨物の取扱いに対応し、サイゴン4大港における貨物の取扱量は

微減させることで、上記の問題の解決を図る予定です。

また、カイメップ・チーバイ港の開発は、メコン地域の開発プロジェ

クトとしての側面もあり、ホーチミンからプノンペンを経てバンコク

にいたるメコン第2東西回廊の東の海の玄関口としての役割も期

待されています。

●プロジェクトの展望とメリット
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カイメップ、チーバイ国際港湾ターミナル建設プロジェクト編
次号に続きます。

カイメップ・チーバイ国際港湾ターミナル建

設プロジェクトが行われているカイメップ、

チーバイとは、バリア・ブンタウ省の北西部

に位置しており、バリア・ブンタウ省の中心

都市であるブンタウ市から北に20kmに位

置しています。また、南部の主要地域である

ホーチミン市、ドンナイ省、ビンズン省から

は国道51号線を南下してロンタン地区を

越えたところに位置しています。

このカイメップ・チーバイ地区に大型船舶の

入港が可能なコンテナ及び一般貨物ターミ

ナルと関連施設を建設することによって、今

後の経済発展により増大することが予想さ

れる貨物需要に対応することが期待されて

います。

●プロジェクト概要

ブンタウ市中心方面 ホーチミン、ロンタン方面
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